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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次

第101期

第２四半期連結

累計期間

第102期

第２四半期連結

累計期間

第101期

会計期間

自平成24年

４月１日

至平成24年

９月30日

自平成25年

４月１日

至平成25年

９月30日

自平成24年

４月１日

至平成25年

３月31日

売上高（千円） 56,463,797 61,001,042 113,893,764

経常利益（千円） 2,064,449 1,523,662 3,248,492

四半期（当期）純利益（千円） 1,078,227 706,208 1,838,579

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
682,330 993,320 2,640,512

純資産額（千円） 24,542,713 27,116,010 26,500,812

総資産額（千円） 53,265,051 59,002,672 53,989,746

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 128.37 84.08 218.90

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 46.1 45.9 49.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△741,046 △2,980,366 △421,722

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△52,003 △444,250 △895,048

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
849,181 3,583,140 334,039

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
2,109,049 1,281,848 1,094,072

　

回次
第101期

第２四半期連結
会計期間

第102期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日

至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日

至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 54.48 36.18

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載を

省略しております。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。

　

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。　　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府主導の経済政策、金融緩和対策の推進を背景とし、株

価回復、一部には企業収益の改善が見られるなど景気回復に向けた明るい兆しが見え始めています。しかしなが

ら、依然として欧州債務問題、中国経済の減速など世界経済への不安材料が多く、先行き不透明な状況が続いて

おります。

繊維業界におきましても、景気回復への期待感から高価格帯商品の売行きが好転するなど個人消費マインドの

改善が見られましたが限定的であり、個人消費全体の回復には至っておりません。

このような状況の下、当社グループは、中期経営計画「NEW YAGI 120」の最終年度にあたり、重点施策である

「海外市場の開拓」「川下志向」「機能強化」「人材育成と社内インフラの整備」を進めております。原料、テ

キスタイル、繊維二次製品の各部門におきまして、高付加価値商品の開発や優良取引先との取り組み強化に注力

するとともに、引き続きチャイナプラスワンの開発を進めており、その一環として設立・出資した生産拠点を含

め供給体制の強化を図っております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は61,001,042千円（前年同期比8.0％増）、営業利益は

1,014,607千円（前年同期比46.6％減）、経常利益は1,523,662千円（前年同期比26.2％減）、四半期純利益は

706,208千円（前年同期比34.5％減）となりました。

　

事業セグメントの業績は次のとおりであります。

［繊維セグメント］

　当第２四半期連結累計期間における繊維セグメントの部門別の経営成績等は次のとおりであります。

＜原料部門＞　

　原料部門では、円安の影響により長繊維、短繊維分野ともに輸入原料のコストアップが続いており、採算の見

直しを迫られている状況ですが、輸入品、国内原料とも値上げ分を売り先に転嫁できず厳しい環境下にありま

す。資材用途向けの原料輸出に関しましては、北米を中心とした先進国や新興国などの需要に支えられ比較的好

調に推移しました。　

このような状況の下、当社グループは、引き続き高機能糸などの高付加価値商品の国内外への拡販を推し進め

るとともに、生産効率化に注力してまいりました。

　この結果、原料部門は売上高9,979,050千円（前年同期比5.2％増）となりました。

　

＜テキスタイル部門＞

テキスタイル部門では、円安の影響を受け仕入先から価格の見直しを迫られる一方、そのコストアップ分を販

売価格へ転嫁できず非常に苦しい状況で推移しました。

このような状況の下、当社グループは、天然素材、機能素材を含めたオリジナル商品の拡販を進め、海外向け

にも日本素材の輸出に注力してまいりました。また中心的な販売戦略である「テキスタイル・プロジェクト」で

は、国内素材に対する要望に応えるべく、素材企画力を活かした幅広い提案を行い、商品差別化に努めてまいり

ました。

この結果、テキスタイル部門は売上高7,819,103千円（前年同期比3.3％増）となりました。
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＜繊維二次製品部門＞

繊維二次製品部門では、店頭におけるヒット商材が少なく、夏のセール時期が分散化しており盛り上がりを欠

いた商況で厳しい状況で推移しました。また、中国生産の加工賃上昇に加え、急激な円安の影響による原材料高

騰でコストアップが続いております。一部で店頭価格を上げる動きも見られましたが、全体としてはコストアッ

プ分を販売価格へ転嫁できず収益の悪化を余儀なくされ、大変厳しい状況で推移しました。

このような状況の下、当社グループは、ＯＤＭ（企画段階から請け負い、製造、供給する）生産を推進すると

ともにオリジナル商材を開発するなど競争力強化に努めてまいりました。

　さらに、中期経営計画に基づき、生産体制においてチャイナプラスワンの海外拠点を有効に活用し安定供給を

図る一方、生産基地を柔軟にシフトさせ、為替変動に影響されない商売の仕組み作りを進め、利益改善に注力し

てまいりました。

この結果、繊維二次製品部門は売上高41,698,800千円（前年同期比10.1％増）となりました。

　

［不動産セグメント］

当第２四半期連結累計期間における不動産セグメントは売上高167,327千円（前年同期比10.9％増）となりま

した。

　

（２）キャッシュ・フローの状況 

　当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、短期借入

金の増加等により、前連結会計年度末に比べ、187,775千円（17.2％）増加し、当第２四半期連結会計期間末には

1,281,848千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動により資金は2,980,366千円減少しました。これは主に売上債権の

増加等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動により資金は444,250千円減少しました。これは主に関係会社出資

金の払込等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動により資金は3,583,140千円増加しました。これは主に短期借入金

の増加等によるものであります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

（４）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は16,164千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 45,568,000

計 45,568,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成 25年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,568,000 10,568,000
㈱東京証券取引所

市場第二部

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

単元株式数　100株　

計 10,568,000 10,568,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日　
－ 10,568,000 － 1,088,000 － 805,188
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ヤギ共栄会 大阪市中央区久太郎町二丁目２番８号　 911 8.63

ゴールドマンサックスインター

ナショナル
133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB,UK 600 5.68

（常任代理人ゴールドマン・

サックス証券株式会社）

（東京都港区六本木六丁目10番１号

 六本木ヒルズ　森タワー）
        

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内一丁目３番３号 414 3.92

株式会社三井住友銀行　 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号　 380 3.60

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 305 2.89

ヤギ従業員持株会 大阪市中央区久太郎町二丁目２番８号　 290 2.75

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町一丁目13番１号　 250 2.37

クロスプラス株式会社 名古屋市西区花の木三丁目９番13号 219 2.07

株式会社千趣会 大阪市北区同心一丁目８番９号　 155 1.47

ビービーエイチ　フィデリティ

ピューリタン　フィデリティ

シリーズ　イントリンシック

オポチュニティズ　ファンド　

82 DEVONSHIRE ST BOSTON MASSACHUSETTS

02109360582　
153 1.45

(常任代理人株式会社三菱東京Ｕ

ＦＪ銀行)　
（東京都千代田区丸の内二丁目７番１号）         

計 － 3,678 34.81

　
　（注）　上記のほか、自己株式2,169千株を保有しておりますが、当該株式には議決権がないため、上記大株主から除

外しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,169,200 －

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら限

定のない当社における

標準となる株式

単元株式数　100株　

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,395,900 83,959 　　　　同上　

単元未満株式 普通株式 2,900 － －

発行済株式総数  10,568,000 － －

総株主の議決権 － 83,959 －

 

 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ヤギ
大阪市中央区久太郎

町二丁目２番８号
2,169,200 － 2,169,200 20.53

計 － 2,169,200 － 2,169,200 20.53

　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,028,149 2,057,235

受取手形及び売掛金
※3 31,686,154 34,548,478

有価証券 223,405 223,422

たな卸資産
※1 6,606,502 ※1 8,106,633

繰延税金資産 550,862 642,403

その他 1,034,791 871,929

貸倒引当金 △144,621 △156,137

流動資産合計 41,985,243 46,293,965

固定資産

有形固定資産 4,678,299 4,604,994

無形固定資産 12,870 10,877

投資その他の資産

投資有価証券 5,675,282 6,182,477

その他 1,949,622 2,248,187

投資損失引当金 △214,360 －

貸倒引当金 △97,212 △337,830

投資その他の資産合計 7,313,332 8,092,834

固定資産合計 12,004,502 12,708,706

資産合計 53,989,746 59,002,672

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※3 13,811,920 13,611,554

電子記録債務 － 931,166

短期借入金 5,357,296 9,319,553

未払法人税等 627,126 486,065

引当金 707,148 665,458

その他 3,943,811 3,554,735

流動負債合計 24,447,304 28,568,534

固定負債

繰延税金負債 709,126 927,178

退職給付引当金 755,332 777,084

その他の引当金 69,544 70,176

その他 1,507,626 1,543,689

固定負債合計 3,041,629 3,318,128

負債合計 27,488,933 31,886,662
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,088,000 1,088,000

資本剰余金 805,188 805,188

利益剰余金 24,744,861 25,073,119

自己株式 △1,629,205 △1,629,377

株主資本合計 25,008,845 25,336,930

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,327,127 1,734,035

繰延ヘッジ損益 213,337 63,925

為替換算調整勘定 △53,400 △23,727

その他の包括利益累計額合計 1,487,064 1,774,233

少数株主持分 4,902 4,845

純資産合計 26,500,812 27,116,010

負債純資産合計 53,989,746 59,002,672
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 56,463,797 61,001,042

売上原価 49,024,282 54,490,046

売上総利益 7,439,515 6,510,996

販売費及び一般管理費
※1 5,538,257 ※1 5,496,388

営業利益 1,901,257 1,014,607

営業外収益

受取利息 8,788 8,563

受取配当金 77,119 80,609

為替差益 132,912 484,879

その他 17,150 23,125

営業外収益合計 235,971 597,178

営業外費用

支払利息 20,521 25,080

売上割引 43,484 29,758

貸倒引当金繰入額 － 29,399

その他 8,774 3,884

営業外費用合計 72,780 88,123

経常利益 2,064,449 1,523,662

特別損失

投資有価証券評価損 43,890 －

関係会社株式評価損 － 93,917

関係会社出資金評価損 － 52,500

投資損失引当金繰入額 123,192 －

貸倒引当金繰入額 40,630 209,521

特別損失合計 207,712 355,939

税金等調整前四半期純利益 1,856,736 1,167,723

法人税等 778,499 461,576

少数株主損益調整前四半期純利益 1,078,236 706,146

少数株主利益又は少数株主損失（△） 8 △61

四半期純利益 1,078,227 706,208
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,078,236 706,146

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △283,931 406,911

繰延ヘッジ損益 △115,503 △149,412

為替換算調整勘定 3,529 29,673

その他の包括利益合計 △395,905 287,173

四半期包括利益 682,330 993,320

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 682,330 993,377

少数株主に係る四半期包括利益 0 △57
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,856,736 1,167,723

減価償却費 146,303 130,145

投資損失引当金の増減額（△は減少） 123,192 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 47,584 252,134

賞与引当金の増減額（△は減少） △81,363 △23,483

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △105,000 △89,000

返品調整引当金の増減額（△は減少） 43,576 70,793

退職給付引当金の増減額（△は減少） 26,754 21,751

前払年金費用の増減額（△は増加） △18,210 △33,858

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,090 631

受取利息及び受取配当金 △85,908 △89,173

支払利息 20,521 25,080

投資有価証券評価損益（△は益） 43,890 －

関係会社株式評価損 － 93,917

関係会社出資金評価損 － 52,500

売上債権の増減額（△は増加） △1,995,057 △2,862,324

固定化債権の増減額（△は増加） △16,713 △26,715

たな卸資産の増減額（△は増加） △574,166 △1,500,131

仕入債務の増減額（△は減少） 764,132 812,350

未払金の増減額（△は減少） △318,123 △450,178

その他 87,047 6,203

小計 △29,715 △2,441,630

利息及び配当金の受取額 85,796 89,222

利息の支払額 △20,479 △25,635

法人税等の支払額 △776,647 △602,322

営業活動によるキャッシュ・フロー △741,046 △2,980,366

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △134,428 △130,368

定期預金の払戻による収入 198,000 289,058

有形固定資産の取得による支出 △64,417 △135,499

ソフトウエアの取得による支出 － △682

投資有価証券の取得による支出 △5,736 △5,487

関係会社出資金の払込による支出 － △212,464

関係会社株式の取得による支出 △16,184 △174,186

貸付けによる支出 △88,903 △180,252

貸付金の回収による収入 65,479 127,380

その他 △5,813 △21,749

投資活動によるキャッシュ・フロー △52,003 △444,250
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,211,943 3,962,256

長期借入れによる収入 14,589 －

長期借入金の返済による支出 － △2,091

自己株式の取得による支出 △417 △172

配当金の支払額 △376,909 △376,827

その他 △25 △25

財務活動によるキャッシュ・フロー 849,181 3,583,140

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,246 29,252

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 58,378 187,775

現金及び現金同等物の期首残高 2,050,671 1,094,072

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 2,109,049 ※ 1,281,848
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　　　　該当事項はありません。

　

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　税金費用の計算

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　たな卸資産

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

商品 6,120,809千円 7,604,418千円

製品　 120,139千円 135,966千円

仕掛品 240,865千円 220,818千円

原材料 124,687千円 145,431千円

　

　２　偶発債務

　非連結子会社及び関連会社の銀行借入及びＬ／Ｃ開設等に対する保証

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

譜洛革時（上海）貿易有限公司 656,589千円 469,968千円

八木貿易（深圳）有限公司 166,650千円 103,805千円

ソーキャル　ガーメント　エルエルシー －千円 87,975千円

ヤギ　バングラデシュ　ガーメンツ　リミ

テッド

24,499千円 3,080千円

合計 847,738千円 664,828千円

　

※３　連結会計年度末日満期手形

　連結会計年度末日満期手形の会計処理は手形交換日をもって決済処理しております。従って、当連結会計年

度末日は金融機関の休業日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末残高に含まれてお

ります。

　

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形 1,205,952千円 －千円

支払手形 453,243千円 －千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

販売手数料 1,453,159千円 1,368,497千円

貸倒引当金繰入額 8,058千円 16,293千円

従業員給与 1,276,921千円 1,341,967千円

賞与引当金繰入額 471,833千円 441,823千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,000千円 －千円

退職給付費用 182,167千円 178,292千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 3,218,672千円 2,057,235千円

預入期間が３ヶ月を超える預金 △1,109,623千円 △775,386千円

現金及び現金同等物 2,109,049千円 1,281,848千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

　　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 377,967 45 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

　　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 377,950 45 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

　報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

　報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 128円37銭 84円08銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,078,227 706,208

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,078,227 706,208

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,399 8,398

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　　　

２【その他】

　　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月14日

株式会社ヤギ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂井　俊介　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西野　尚弥　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤギの

平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成25年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤギ及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社ヤギ(E02825)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

